看護学生の実習施設の要件等について
看護学生の実習施設の要件
　①原則として養成所が所在する都道府県内にあること。
　②実習施設が同時に受け入れることができる学生数は、看護師養成所と実習施設との間において
　  十分な調整を図り、適切な数を定めること。
　③実習施設には、実習に必要な看護用具が整備、充実されていること。
　④実習施設には、学生の更衣及び休憩が可能な場所や討議等が実施できる場所が設けられていることが
　  望ましい。
　⑤看護職員の半数以上が看護師であること。
　⑥看護部門としての方針が明確であること。
　⑦看護部門の各職階及び職種の業務分担が明確であること。
　⑧看護師の院内教育及び看護職員に対する継続教育が計画的に実施され、学生の実習指導を調整する責任者が
    明記されていること。
　⑨看護基準や看護手順が作成、常時活用され、さらに評価、見直されていること。
　⑩看護に関する諸記録が適正に行われていること。
　⑪実習生が実習する看護単位には、実習指導者が２人以上配置されていることが望ましい。
　⑫病院以外の実習施設については、医療法、介護保険法等で定められている看護職員の基準を満たしていること。
　　また学生の指導を担当できる適当な看護師を実習指導者とみなすことができる。ただし、看護職員が配置されて
　　いない施設においては看護師養成所の専任教員又は実習指導教員による指導を学生が必要時に受けられる体制
　　を整備すること。
地域・在宅看護論の実習施設の要件
　①　複数の訪問看護専任者がいる。
　②　利用者ごとに訪問看護計画が立てられ、看護記録が整備されている。
実習施設となる手続
　①　看護師等学校養成所が、病院等の施設に実習受入れに関する相談をする。
　②　病院等の施設が、実習受入れを承諾した場合、看護師等学校養成所に承諾書を発行する。
　③　看護師等学校養成所は、実習施設の承認申請書を添付書類とともに県に提出する。
　④　県は、申請された施設の実地調査を行う。（初めて実習受入施設となる場合等）
　⑤　県は提出された書類及び実地調査の結果（実施時）を踏まえ承認する。
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